
学習・活動実績書

①学習・活動区分
該当する□をチェックしてください。

▢正課内 正課外

② 学 習 ・ 活 動
実 績 種 別

▢高校での学習 ▢探究学習 ▢資格・検定 ▢生徒会活動

▢高校以外での学習 ▢地域貢献活動 ▢特技・趣味

■その他（ 部活動 空手部 ）

③学習・活動期間
例（○年○月～○月）
2023年４月～2026年３月

④学習・活動に
おける役割等

▢個人 チームまたは複数人（ご自身の役割を下記に記入）

役割：空手道部マネージャー

⑤学習・活動実績（どのような学習・活動を行い、どのような成果・実績があったかを記入してください。）
⑥学習・活動を通した成長（学習・活動によって、自分自身がどのように成長をしたかを記入してください。）

⑤空手道部のマネージャーとして、「全国制覇」というチームの目標を支えるため、選手が集中して練
習や試合に取組るような環境づくりに努めました。
まず、毎日の練習後に選手一人ひとりの練習内容や体調・怪我の有無を記録し、体調管理表を作成する
ことで、体調の変化を早期に把握できるようにしました。これにより、指導者が選手の状態を見ながら
練習メニューを調整することが可能となり、無理のない強化につながりました。
また、全国大会出場校の戦術や傾向を研究し、映像をもとに選手の特徴に合った対策資料を作成するな
ど、試合準備にも貢献しました。
また、遠征や大会時には、移動や宿泊、食事のスケジュールを事前に細かく作成し、必要な道具や備品
をチェックリストで管理することで、当日の混乱を防ぎました。
さらに、日頃から選手とのコミュニケーションを大切にし、悩みや不安を気軽に話せる雰囲気づくりを
意識しました。小さな変化にも気づけるよう声がけを欠かさず、選手が精神的にも安心して練習に臨め
るよう努めました。こうした取り組みを通じて、選手が本番に集中できる体制を整えることができ、結
果として県大会で優勝、全国大会では３位という結果を出すことができました。

⑥この活動を通じて、私は「観察力」と「責任感」、そして「チームの一員としての在り方」を大きく
成長させることができました。
マネージャーとして、選手を支える裏方の仕事には目立たない部分も多くありますが、誰かのために自
分ができることを考え、実行し続ける中で、自然と先回りして行動する習慣が身につきました。また、
体調管理やスケジュールの作成、試合準備など、ひとつでもミスがあれば選手に負担をかけてしまうと
いう責任の重さも感じ、自分の行動に対する意識が大きく変わりました。
さらに、日々のコミュニケーションを通して、相手の立場に立って物事を考える力も養われました。選
手との信頼関係を築きながら支えることで、「支えることの大切さ」と「仲間と目標を共有する喜び」
を学びました。この経験は、どんな環境でも周囲をよく見て行動し、チームに貢献できる力として、今
後にも必ず活かしていけると感じています。
以上の経験を通して、日本や世界で活躍する選手のサポートができる人材になりたいと強く感じ、ス

ポーツに関する栄養学や心理学、マネジメントについて学びたいと思うようになりました。

※学習・活動実績を証明する資料を、本紙を表紙として左上をホッチキスで止めて提出すること。（証明する資料
については書式自由） 注：証明する資料がない場合は実績としてみなさないことがあります。

※⑤⑥について紙面が足りない場合は、A4用紙（書式自由）に記載し、本紙を表紙として左上をホッチキスで止め
て提出すること。

志望学部
学科

（専攻・プログラム） 人間科学部 学部 子ども教育 学科
専攻

プログラム

フリガナ 〇〇 〇〇〇

高等学校名 九州〇〇高等学校氏名 〇〇 〇〇

生年月日 平成19年9月18日

この資料が〇〇〇〇の活動の根拠資料であることを証明する

〇〇高等学校 顧問教員 〇〇〇〇印

本人を特定できない資料の場合は、高校の教諭に署名
をもらうなどしてください。

証明書や賞状は写し
を提出してください。

学修・活動実績書 記入例



学習・活動実績書

①学習・活動区分
該当する□をチェックしてください。

▢正課内 ■正課外

② 学 習 ・ 活 動
実 績 種 別

▢高校での学習 ▢探究学習 ▢資格・検定 ▢生徒会活動

▢高校以外での学習 ▢地域貢献活動 ▢特技・趣味

■その他（ 部活動：e-スポーツ同好会 ）

③学習・活動期間
例（○年○月～○月）
2023年4月～2026年3月

④学習・活動に
おける役割等

▢個人 ■チームまたは複数人（ご自身の役割を下記に記入）

役割：eスポーツ同好会 副キャプテン

⑤学習・活動実績（どのような学習・活動を行い、どのような成果・実績があったかを記入してください。）
⑥学習・活動を通した成長（学習・活動によって、自分自身がどのように成長をしたかを記入してください。）

私はeスポーツ同好会の副キャプテンとして、週3回の練習を年間で約150時間行い、チームの運営を

担ってきました。指導者がいない中でも、LINEグループを使って役割分担や課題の共有を行い、練習の

効率化に取り組みました。練習を重ねるうちに、通信の遅延が試合に影響していることに気づき、複数

の教室で通信速度を比較・記録しました。

その結果、最も安定していた理科室への移動を提案・実行し、プレイ環境を改善することができまし

た。こうした工夫の積み重ねにより、2024年度の福岡県大会で準優勝、さらに九州ブロックでもベスト8

に入ることができました。

また、文化祭ではeスポーツ体験コーナーを企画し、年齢や経験の異なる来場者が楽しめるように、簡

単なルール説明やゲームのコツ紹介などを行いました。試合結果はタブレットでリアルタイムに表示し、

その場で観客と選手が一緒に盛り上がれる空間をつくりました。「初めてゲームをしたけど楽しかっ

た」と話す子どもの笑顔がとても印象に残っています。

これらの活動を通して、私は「協力して目標を達成することの大切さ」と「課題を見つけて自分で考

え、改善していく力」の両方を学ぶことができました。通信環境の問題に対してデータを集め、自ら行

動に移せたことは、自分にとって大きな自信になりました。

さらに、文化祭では初めて年齢の異なる人にゲームの楽しさを伝える経験をし、伝え方やわかりやす

さを工夫する難しさも実感しました。こうした経験を通じて、ITや通信の仕組みにますます関心を持ち、

人と人をつなぐ技術やサービスについて学びたいという思いが強くなりました。

※学習・活動実績を証明する資料を、本紙を表紙として左上をホッチキスで止めて提出すること。（証明する資料
については書式自由） 注：証明する資料がない場合は実績としてみなさないことがあります。

※⑤⑥について紙面が足りない場合は、A4用紙（書式自由）に記載し、本紙を表紙として左上をホッチキスで止め
て提出すること。

志望学部
学科

（専攻・プログラム） 理工 学部
スマートコミュニケーション工学

学科
専攻

プログラム

フリガナ 〇〇 〇〇〇

高等学校名 九州〇〇高等学校氏名 〇〇 〇〇

生年月日 平成19年4月2日

この資料が〇〇〇〇の活動の根拠資料であることを証明する
〇〇高等学校 顧問教員 〇〇〇〇 印

本人を特定できない資料の場合は、高校の教諭
に署名をもらうなどしてください。

学修・活動実績書 記入例
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